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要　旨
　中国人民解放軍は，世界一流の軍隊を目指し，現代化を進めている。また 2015 年末から，中国人民解放軍の改革
は着実に進められている。そして，積極的防御戦略の下，陸軍は全域機動型，海軍は近海防御と遠海護衛の融合，空
軍は攻防兼備型，第二砲兵は情報化への移行をそれぞれ打ち出している。中国の軍事戦略における主な特徴は，　宇
宙空間とサイバー空間の重視と情報化である。中国人民解放軍の問題点として，実戦経験がないこと，訓練不足等が
挙げられているが，軍事科学技術力は急速な発展を遂げている。中国人民解放軍は，局地において，統合作戦を戦い，
戦争に勝利するために，宇宙空間及びサイバー空間において軍民融合により優位性を確保し，主導性をとるという新
たな戦い方を模索している。
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１.　はじめに

　中国人民解放軍は，世界一流の軍隊を目指し，現代化
を進めている。2017 年 10 月 18 日の中国共産党第 19 回
全国代表大会の政治報告において，習近平総書記は，中
国の夢，強軍の夢の実現を念頭においた新時代に入った
ことを宣言した。「あくまでも中国の特色ある軍隊強化
の道を歩み，国防・軍隊の現代化を全面的に推し進める。」
とし，2020 年までに機械化実現・情報化進展・戦略能
力大幅向上を成し遂げ，2035 年までに国防・軍隊の現
代化を基本的に実現し，今世紀中葉までに人民軍隊を世
界一流の軍隊にするという目標を掲げた1）。
　実際，2015 年末から中国人民解放軍の改革が進めら
れている。7 つの軍区を 5 つの戦区に改編した他，2015
年 12 月 31 日には，陸軍指導機構の発足，第二砲兵のロ
ケット軍への格上げとともに，戦略支援部隊の新設を発
表した。2016 年 1 月 11 日には，四総部体制を 7 つの部
庁，3 つの委員会，5 つの直属部門の合計 15 の部門へ改
編した新たな中央軍事委員会体制を発表し，党による軍
の集中的かつ統一的な統制の強化が図られている。習近
平総書記は，中国人民解放軍とともに，中国を強くする
ためには，党の指導強化が不可欠とし，中国人民解放軍
に絶対的な忠誠を求めている2）。

　本稿においては，中国人民解放軍はどのような方向へ
進んでいくのか，その新たな戦い方の方向性を明らかに
する。まず，中国の軍事戦略の特徴を整理した上で，中
国人民解放軍の現代化の状況，つまり陸軍，海軍，空軍，
ロケット軍及び戦略支援部隊の特徴的な能力について分
析する。次に，中国人民解放軍の問題点について考察し，
軍事科学技術力の方向性を踏まえ，最後に，中国人民解
放軍の新たな戦い方について明らかにする。

２.　中国の軍事戦略

　中国人民解放軍の戦略は，2015 年 5 月 26 日に発表さ
れた中国の国防白書『中国の軍事戦略』において明らか
にされている。中国共産党の軍事戦略思想の基本点は「新
たな情勢下における積極的防御の軍事戦略」である。中
国は，現下の安全保障情勢を「戦略的好機」と捉え，陸
軍は全域機動型，海軍は近海防御と遠海護衛の融合，空
軍は攻防兼備型，第二砲兵は情報化への移行をそれぞれ
打ち出している3）。
　中国人民解放軍の今後の方向性を判断する上で，中国
の軍事戦略における特徴的なこととして次の 2 点を指摘
することができる。
　第 1 は，宇宙空間とサイバー空間の重視である。『中
国の軍事戦略』においては，4 つの重大安全分野として，

「海洋」「宇宙」「サイバースペース」「原子力」が掲げら
れており，宇宙空間とサイバー空間が戦略的競争の制高＊　防衛省防衛研究所主任研究官
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点（commanding height）であると表現している4）。制
高点とは，展望がきく要害の高地であり，常に敵よりも
高い位置を占めることによって優位に立つことである。
また，中国人民解放軍のシンクタンクである軍事科学院
軍事戦略研究部が教範として刊行している『戦略学』に
おいても，敵の作戦システムを麻痺させ，指揮システム
を妨害するため，宇宙，サイバー，電子戦を戦略兵器と
して使用することの重要性が言及されている5）。
　第 2 は，情報化である。『中国の軍事戦略』は，「軍事
闘争への備え」の重点を「情報化局地戦争の勝利」にお
くと明確に指摘している6）。この点について，軍事闘争
への備えの重点を情報化局地戦争においたことについ
て，軍事科学院国防政策研究センター研究員の闫文虎は，

「宇宙とサイバー空間が各国の戦略競争の新たな要害の
高地となり，情報制御の主導権を握ることが戦争の総合
制御権を握る上で鍵となり，戦争の勝利メカニズムに変
化が生じ，戦争形態は情報化戦争への変化を加速してい
る。」7）と解説している。軍事闘争へ準備の重点は，1993
年の「ハイテク条件下の局地戦争に勝利すること」，
2004 年の「情報化条件下の局地戦争に勝利すること」
から，「情報化局地戦争において勝利すること」へと変
化している。
　新アメリカ財団（New American Foundation）フェ
ローのコステロ（John Costello）によれば，抑止として，
政治的，経済的に，民間の目標に対して宇宙，サイバー
攻撃を仕掛けることも情報化戦争の一環であり，そこで
は戦略支援部隊が主たる役割を果たすと分析している8）。
今後，宇宙とサイバーを所掌し，情報化戦争を担う戦略
支援部隊の役割がますます高まる。

３.　中国人民解放軍の能力

　2018 年 8 月 16 日，米国防総省は，『中国の軍事力に
関する年次報告』を発表し，中国が，戦争に勝利するた
めに，中国人民解放軍の改革を進めていることに強い警
戒感を示している9）。主として同報告を基に，中国人民
解放軍陸軍，海軍，空軍，ロケット軍，戦略支援部隊の
特徴的な能力について分析する。

3-1　陸軍
　2017 年 4 月，中国人民解放軍は歴史上最も大規模な
機構改革を始めた。それが，中国人民解放軍陸軍の中心
的な作戦単位を，師団・連隊から旅団・大隊へと移行す
ることである。7 大軍区から 5 大戦区への改編により，

5 つの集団軍が廃止され，13 の集団軍となった10）。5 つ
の集団軍の廃止は，中国人民解放軍陸軍の現代化を進め
るために，部隊の再編を行い，ソ連時代の旧システムの
更新を図るものである。しかしながら，現代戦で通用す
る兵器は，いまだに半分ほどしかないと言われている
11）。また，元米陸軍情報将校で中国の軍事に詳しいブラ
スコ（Dennis J. Blasko）が，戦略的抑止のためには，
有能な中国人民解放軍陸軍が必要であると主張している
とおり12），今後，実際的な能力を重視した部隊再編と実
際的な訓練の実施が加速されることが予想される。
　2017 年に入り，「跨越（STRIDE）2017」及び「火力

（FIREPOWER）2017」という旅団レベルの実際的な訓
練が実施されている。「跨越 2017」は，中国人民解放軍
陸軍と中国人民解放軍空軍の協同による空対地攻撃に，

「火力 2017」は，防空と火砲に焦点を当てた訓練であり，
訓練規模は大きなものでなかったが，専門的な敵部隊を
配することによって，より実際的かつ統合的なものと
なっている13）。

3-2　海軍
　中国人民解放軍海軍は，300 隻以上の艦艇を有するア
ジア最大の海軍である。特に，潜水艦，水上艦艇の急速
な現代化が顕著である。
　潜水艦は，弾道ミサイル搭載原子力潜水艦（SSBN）
4 隻，攻撃型原子力潜水艦（SSN）5 隻，ディーゼル推
進攻撃潜水艦 47 隻を保有しており，2020 年までに計 69
～ 78 隻に増強予定である。2020 年代初めには，潜水艦
発射弾道ミサイル JL-3 SLBM を搭載する次世代 096 型
SSBN の建造が開始される。また，2020 年代半ばまで
には，新たな 093B 型（商級改）SSN を建造する。093B
型は，対水上戦能力だけでなく対地攻撃も付与される。
中国人民解放軍海軍は，対艦巡航ミサイル（ASCM）を
重視し，先進的な ASCM を備えた潜水艦を就役させ続
けるとともに，ロシアから 12 隻のキロ級潜水艦を購入
した際も，その内 8 隻が ASCM 発射可能なものにして
いる14）。
　水上艦艇は，2017 年に 052D 型（ルーヤンⅢ級）駆
逐艦 3 隻が就役し，現在 7 隻を運用中であり，今後，少
なくともあと 6 隻を増強予定である。また，055 型（レ
ンハイ級）巡洋艦も建造中である。さらに，054A 型（ジャ
ンカイⅡ級）フリゲートが 24 隻以上就役し，数隻建造
中である。南シナ海や東シナ海の近海戦闘能力を増強す
るため，056 型（ジャンダオ級）コルベットの急速な建
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造を進め，2017 年末までに 35 隻が就役し，さらに 60
隻以上を建造予定である。そして，近海用として，022
型（ホウベイ級）ミサイル艇 60 隻も運用中である。水
上艦艇においても，引き続き対水上戦を重視しており，
YJ-83，YJ-62，YJ-18 等の ASCM を装備している15）。
　中国人民解放軍海軍海兵隊（PLANMC）は，2 個旅
団約 10,000 人を有し，2020 年までに 7 個旅団 30,000 人
超規模となる予定である。しかしながら，作戦能力は限
定的で，主に南シナ海の拠点への強襲揚陸用と防衛用で
ある。また，中国はいくつかの特殊作戦部隊を有してい
るが，定期的に海上における訓練を実施しているのは
PLANMC だけであり，ソマリアの海賊対処活動にも派
遣されている。1974 年のベトナムと西沙諸島をめぐる
戦い，1988 年のスプラトリー諸島におけるベトナムと
の交戦，そして，1995 年にはフィリピンが領有権を主
張していたミスチーフ礁を占領したのも PLANMC であ
る16）。

3-3　空軍
　中国人民解放軍空軍は，2700 機以上の航空機を有す
るアジア最大，世界第 3 位の空軍である。約 2100 機あ
る作戦機は，現代化を続け，米国との差を急速に縮めつ
つある。
　戦闘機は，第 4 世代戦闘機約 600 機を保有し，今後
数年の内に大半が第 4 世代戦闘機となる。また，J-20 や
FC-31 といった第 5 世代戦闘機の開発も進めている。
　爆撃機は，H-6 爆撃機の能力向上を図っており，最新
の H-6K は 航 続 距 離 を 延 伸 し， 対 地 巡 航 ミ サ イ ル

（LACM）を 6 基装備することができ，グアム島に対し
長距離スタンドオフ精密攻撃できる能力がある17）。また，
新たな爆撃機 H-20 をまもなく就航させる。H-20 は，最
新鋭ステルス戦略爆撃機で，核兵器を搭載可能であり，
航続距離は少なくとも 8500km 以上，米軍のステルス爆
撃機 B-2 と酷似している18）。
　2017 年末には，広東省珠海飛行場から，世界最大の
水陸両用飛行艇 AG600 クンロン（Kunlong）の初飛行
を成功させている。50 人搭乗可能で，小型ジェット機
ボーイング 737 とほぼ同じ大きさ，海上自衛隊の US-2
に酷似している。約 12 時間の飛行によって，南シナ海
南端まで飛行可能であることを示し，同地域をめぐる
作戦において重要な役割を果たすものと見積もられて
いる19）。
　その他，H-6U とウクライナから購入した IL-78 マイ

ダスを空中給油機として運用し，作戦行動範囲を拡大し
ている。また，KJ-2000 メイトリング，KJ-200 モス，
KJ-500 といった空中早期警戒管制機の統合を進め，様々
な条件下で作戦行動可能な範囲を拡大している。さらに，
無人機について，雲影（Yunying）や翔龍（Xianglong）
の開発も進められている20）。　

3-4　ロケット軍
　中国人民解放軍ロケット軍については，第二砲兵から
改名され，地上配備型の核及び通常弾頭ミサイルの訓練，
装備，運用を担い，戦略的抑止能力の向上を図っている。
通常ミサイル戦力としては，2017 年 7 月の中国人民解
放軍 90 周年パレードにおいて，新たな準中距離弾道ミ
サイル（MRBM）DF-16G が初めて明らかになったが，
精度，準備時間，最終段階運動において高い能力がある
と発表されている。また，2016 年に実戦配備された中
距離弾道ミサイル（IRBM）DF-26 も登場し，陸上目標
に対する核及び通常弾頭による精密攻撃及び西太平洋，
インド洋，南シナ海における海上目標に対する通常弾頭
攻撃が行えると言われている。
　核ミサイル戦力としては，DF-5A，DF-5B，DF-31，
DF-31A，DF-4 等の大陸間弾道ミサイル（ICBM）を 75
～ 100 発を保有している。同パレードにおいて，DF-
31A の能力向上型の DF-31AG が発射台付き車両（TEL）
に搭載されて登場した。その他，路上移動型や列車移動
型 DF-41 の開発も継続されている21）。

3-5　戦略支援部隊
　戦略支援部隊は，2015 年末に新たに設立された組織
であり，中国人民解放軍の宇宙，サイバー，電子戦任務
を担当している。
  宇宙計画は，急速な発展を継続している。2017 年に
18基の宇宙発射体を打ち上げ，その内16基成功し，通信，
航法，情報・監視・偵察（ISR）及び試験／技術衛星を
含む 31 機の宇宙機を軌道に乗せた。
　中国人民解放軍は，サイバー空間を，国家安全保障及
び戦略的競争の舞台における新たな領域として重要視し
ている22）。そして，中国には，それぞれの線引きは難し
いけれども，政府関連組織，中国人民解放軍関連組織，
非政府関連組織，いわゆるサイバー民兵の 3 つのサイ
バー部隊が存在すると言われている23）。　
　ランド研究所（RAND Cooperation）が戦略支援部隊
について詳細な分析をしており，戦略支援部隊は情報化
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局地戦争を戦うために死活的に重要な組織であると評価
している24）。
	
４.　中国人民解放軍の問題点

　グローバル・ファイヤー・パワーによれば，2018 年
の軍事力ランキングにおいて中国は，米国，ロシアに次
いで第 3 位となっている25）。そして，中国の軍事力の現
代化は，予想以上に進展していると評価されている26）。
中国人民解放軍は，軍事科学技術力を発展させて，世界
一流の軍隊を目指しているが，様々な問題点も指摘され
ている。
　中国人民解放軍の問題点の第 1 は，｢中国軍は張り子
の虎だ。｣ 27）という評価である。汚職，隣国関係，インフ
レ，人口問題等，どれ 1 つをとっても問題解決は容易で
はない，非常に大きな問題を抱えているからである。新
型艦艇や航空機等，新型の箱物を急ごしらえにいくら
作っても，実際には使えるようになるためには，人の教
育訓練，装備の整備等に多くの時間を要する。
　第 2 に，実戦経験がないこと。1979 年から実戦経験
がないため，装備そのもの及びその運用に至っても実際
は欠陥だらけとの指摘がある。しかしながら，中国人民
解放軍は，この問題点を認識し，これを克服するため，
特にロシアとの共同訓練に積極的になってきている28）。
　第 3 に，訓練不足である。ランド研究所のチェイス

（Michael S. Chase）らによると，中国人民解放軍の弱
点は，訓練，統合，行政，人的資本，軍の発展，後方に
あると分析しており29），その第 1 に訓練を挙げている。
とは言え，中国人民解放軍は，2009 年以降，統合訓練
を積極的に実施するようになってきている30）。
　中国人民解放軍は，様々な問題点を抱えつつも，これ
らを確実に認識し，克服しつつあることは間違いない。
習近平国家主席は，中国人民解放軍の改革のみならず，

「一帯一路」政策の下，ロシアを始めとした他の国々と
の協力関係を深め，訓練機会を作為し，より実戦的な中
国人民解放軍を作りつつある。

５.　軍事科学技術力の方向性

　中国人民解放軍の軍事科学技術力は，急速に発展して
いる。新アメリカ安全保障センター（Center for a New 
American Security: CNAS）のカニア（Elsa B. Kania）
は，「中国は科学技術分野において，急速に超大国となっ
ており，米国の優位性はすでにない。」と衝撃的な評価
を下した。注目すべきものとして，①電磁レールガン，

②ハイテク艦艇，③戦闘機，④極超音速滑空体，⑤ AI
の 5 点を掲げている31）。また，米国のビジネスニュース
サイト『クオーツ（Quartz）』の中国人民解放軍の科学
技術力の評価は，注目すべきものとして，①空母，②電
磁レールガン，③極超音速滑空体，④深海偵察機，⑤ド
ローン群，⑥進化外骨格の 6 点を掲げている32）。これら
に共通するもの及び日本の安全保障上，看過できない軍
事科学技術力について分析し，その方向性について考察
する。
　第 1 に，電磁レールガンである。2018 年 2 月，『サウ
スチャイナモーニングポスト』紙に，湖北省武昌造船所
において，玉亭Ⅰ型（072- Ⅱ級）大型揚陸艦「海洋山

（Haiyang Shan）」に電磁レールガンが搭載された写真
付き記事が掲載された。米国が開発中の電磁レールガン
と同様，発射速度マッハ 7，射程 100 マイル以上の能力
があり，一方の米国はまだ洋上における試験を実施して
いないため，大きな話題となった33）。中国人民解放軍海
軍は，2025 年までに駆逐艦に電磁レールガンを装備す
ると見積もられている34）。
　第 2 に，ハイテク艦艇である。その象徴が 055 型（レ
ンハイ級）巡洋艦である。2017 年 6 月，1 番艦「南昌

（Nanchang）」が進水し，2018 年 8 月，海上試験を開始
した。上海の江南長興造船所で建造され，中国最大規模
の基準排水量 12,000 トンであり，ステルス性を有して
いる。2019 年までには就役の予定で，少なくともあと 3
隻が建造中と言われ，今後，空母打撃部隊の中核を担う
ことが予想されている35）。
　また，2017 年 4 月には，遼寧省大連において，国産
第 1 号で中国にとって 2 隻目の 001A 型空母「山東

（Shandong）」が進水し，2018 年 5 月に海上試験を開始
した。排水量 65,000 トンであり，航空機については，
中国初の空母「遼寧（Liaoning）」が J-15 を 24 機搭載
可能であったのに対し，35 機搭載可能である。3 隻目と
なる 002 型空母も建造中であり，排水量 80,000 トン，
航空機 40 機搭載，より先進的なカタパルト発艦方式と
なり，原子力推進となる可能性もある。将来的には，4
ないし 5 つの空母打撃部隊を構成すると見積もられてい
る36）。
　第 3 に，極超音速滑空体（Hypersonic Glide Vehicle: 
HGV）である。2017 年 11 月，内モンゴル自治区・酒泉
衛星発射センターにおいて，準中距離弾道ミサイル

（MRBM）DF-17 の発射実験が実施された。DF-17 の弾
頭に HGV を搭載し，高度 60km から発射され，11 分間，
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1400km を飛行した。DF-17 は，射程 1,800 ～ 2,500km
であり，核ないし通常弾頭を搭載可能で，HGV の代わ
りに，空母や航空基地を攻撃するための終末誘導機動弾
頭（Maneuverable Reentry Vehicle: MaRV）も搭載で
きる37）。
  中国人民解放軍のこれらの軍事科学技術力の発展にお
いて，中国は軍民融合をもって当たっていることに留意
する必要がある。中国は，強い軍隊を作るために，現在
は国営企業が支配的である防衛産業において，民間企業
の積極的な取り込みが進められている38）。特に，サイバー
に関しては軍民融合が顕著であり，国営企業の中国電子
信 息 産 業 集 団 公 司（China Electronics Corporation: 
CEC）や中国電子科技集団公司（China Electronics 
Technology Group Corporation: CETC）とともに，そ
の 2 大子会社であるチャイナ・ソフト（ChinaSoft）とチャ
イナ・サイバーセキュリティ（China Cybersecurity）
及び 400 社以上の民間企業が関係している39）。

６.　新たな戦い方

　中国人民解放軍の現代化は，様々な問題を抱えつつも，
習近平国家主席の強いリーダーシップの下，確実な進展
を見せている。特に，軍民融合による軍事科学技術力の
向上は，国際社会における米国支配にとって代わろうと
する勢いである。発展を続ける現在の中国人民解放軍を
象徴するキーワードは，改革，現代化，そして優位性で
ある40）。
  元米陸軍情報将校のブラスコによれば，2049 年までに
軍の現代化を完成させるため，中国人民解放軍は改革を
進め，特に海，空，宇宙における統合作戦能力の向上が
顕著と分析している41）。そして，CNAS のカニアによれ
ば，中国人民解放軍は，AI を駆使したサイバー戦，電
子戦，ドローンの群れを使った戦い方によって，米国の
優位性を揺るがすと分析している42）。つまり，中国人民
解放軍の改革とは，現代化を進め，向上した統合作戦力
によって優位性を確保し，主導性をとることである。
　米連邦議会調査局報告によれば，中国が現在採用して
いる積極的防御戦略の基本原則とは，中国は攻撃される
までは攻撃しないという戦略的な立場であるが，中国が
戦略レベルで攻撃を受けたと判断された場合は，作戦レ
ベルにおける主導権をとることを意味する43）。そして，
積極的防御戦略において，主導性を確保することを最重
要視している。そのためには，敵の情報ネットワークを
攻撃する必要があり，したがって，現代戦においてはサ

イバー空間と宇宙空間における優位性を確保する必要が
あると認識している44）。そして，中国人民解放軍は，サ
イバー戦は，平時と戦時を区別することなく活用すべき
もので，電磁スペクトラムのあらゆる領域において行う
と考えている45）。また，中国は，敵の軍事衛星ネットワー
クを破壊するために，攻撃のみならず電子戦を含んだ
様々な作戦を行うであろう46）。
　中国人民解放軍が，統合作戦能力向上のために，実
戦的な訓練を重ね，宇宙空間及びサイバー空間に重心
をおいているのは確かである。したがって，それらを
所掌する戦略支援部隊の設立は画期的なことである。
現在の中国人民解放軍は，陸軍，海軍，空軍，ロケッ
ト軍，戦略支援部隊が，軍民融合をもって統合作戦力
を構成し，情報化局地戦争という新たな戦い方を模索
している。その新たな戦い方は，局地において，統合
作戦を戦い，戦争に勝利するために，宇宙空間及びサ
イバー空間において軍民融合により優位性を確保し，
主導性をとることである。

７.　おわりに

　「宇宙，サイバー，電磁波といった新たな分野で競争
優位を確立できなければ，これからこの国を守り抜くこ
とはできない。」47）これは，2018 年 10 月 14 日，陸上自衛
隊朝霞駐屯地で実施された自衛隊記念日観閲式におい
て，自衛隊の最高指揮官である安倍晋三総理大臣が述べ
た言葉である。
　2012 年 11 月 15 日，中国共産党中央軍事委員会主席
に就任以来，習近平主席によって中国人民解放軍は大き
く様変わりした。習近平主席が，安倍総理と同様の問題
意識をもって，戦略支援部隊を設立したのは，今から 3
年前の 2015 年 12 月 31 日である。
　米連邦議会調査局報告によれば，中国の作戦領域の拡
大が顕著である。中国は，1960 年代以降，同盟を結ばず，
その一方で米国の 2 国間同盟を批判し，海外基地も作っ
てこなかった。しかしながら，中国がジブチに新たな基
地を設定したことは，これまでのアプローチを変えてき
ている証左である48）。
　人民戦争を戦った中国人民解放軍は，伝統的な強さの
顔とともに，新たな力を備えつつある別の顔を持ってい
ることを知るべきである。

※本論は，すべて筆者の個人的見解であり，筆者の所属
組織を代表するものではありません。
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